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目的

近年の中国は遅々としながらも着々と特別支援教育を整

備している。就学できる一部の障害児に対して、教員の専

門性が欠如している中、障害児の周りに存在する資源を活

かし、健常児童生徒の力を借りながら、障害児の学校生活

がスムーズにできるように学校全体を中心に地域との連携

も積極的に取り組んでいる。一方、通常学級における発達

障害児の対応は日中とも様々な課題を抱えている。特に日

本の場合、通常学級における発達障害児童を中心に不登校

問題が大きく取り上げられている。本研究は中国における

通常学級のシステムを紹介して、中国と日本における特別

支援教育の課題についての示唆を得ることを目的とする。

内容

2010 年、国家教育委員会が制定・実施した「中国中長期

教育改革和発展規划綱要（2010～2020）」では、特別支援

教育学校数の増加とともに、教師の専門性の向上や「医教

结合」における教育の中のリハビリシステムの体制の形成

を強調した。また、『2013年工作要点』にも「医教结合」を

有効に実施するように示した。

「医教结合」とは、2009 年中国教育部基礎教育二司（日

本の文部科学省特別支援教育課に当たる）が部分省・市教

育庁に発布した実験的な法令である。「医療（主にリハビリ）

と教育を有効に結合し、個人差を尊重して、個別ニーズに

応じた教育形式をとること。「医」では、児童の身体状況を

把握し、障害疾患を厳密に検査・診断し、それに応じた治

療を行う。主に作業療法（OT）、理学療法（PT）、言語聴覚

士（ST）を用いる。「教」では、授業を通して、最低限な学

習と生活技能を身に付けるようにする。医教結合の基本形

式は主に早期療育、義務教育、職業訓練3つある。

医教結合制度の形成の可能性として、個別ニーズに応じ

られるように、教師、医者、ソーシャルワーカー、保護者

の参加を推奨し、在校児童を多方面から支援を行う。また、

医療と教育の連携をスムーズにするために、特別支援学校

内にリハビリセンターを設置する。そのことにより、保護

者と障害児童の負担減少およびリハビリの効果を高めるこ

とも狙いであり、情報共有しやすくなる。また、特別支援

教育専攻のカリキュラムを改定し、伝統中華医学の内容を

取り込む。現職教師に対して、研修内容に医学知識を加え

る。特に、修士と博士課程の学生に二つの学位を取得でき

るようにハイレベルの専門的人材を育てる計画もある。

考察

医教結合の実施あたって、最も問題になるのは人材育成

の不足である。師範学校の数を増やすと同時に、医学校と

連携し、共同で特殊教育人材を育成するのは目標であって、

実現するにはまだほど遠い。

「障害者権利条約」の加入によって、障害児の診断から成

人施設の整備まで、障害児・者のQOLの向上につながる医

療機関や教育機関など関係機関の連携が求められ、これま

でに谷間に置かれた自閉症スペクトラムを中心とした発達

障害児の入学が大きな課題として取り上げられた。「医教結

合」の試みは教育と医療分野の連携を強く求められ、医療

と教育共通の人材の養成は緊急な課題としてあげられた。

現職教師の研修内容の質と期間は、制度の変化によって、

より高く、長く求められ、元々人手不足の現場では、どう

対応するのかは難しい課題である。

日本においても、養護教員の役割や対応など課題を抱え

ている。また不登校問題も難題である。中国の通常学級を

見学する際に、ほとんどの障害児童にピアサポーターがつ

いている。児童同士で楽しく会話しているし、グラス全体

が障害児に配慮している雰囲気を感じる。さらに、中華医

学を専攻する教員がすぐに児童の不調に気が付くため、パ

ニックがあまり見当たらなかった。今後クラスにいる「助

学伙伴」（ピアサポーターと称する）の選抜やサポート状況

などを調査し、日本における発達障害児中心に不登校問題

の対応の手かかりを探りたい。

注１：「助学伙伴」というのは中国随班就読の中に最も特

徴がある障害就学児童の対応形式一つである。同じ学年、

同じクラスの隣席に、学校生活や勉強をスムーズに運べ

るために、学業を優れている生徒がサポートをしてくれ

る体制。
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